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日 月 火 水 木 金 土 

     1 2※変更 

     
13：00～ 

清掃奉仕日 
（奉仕希望者） 

２月盛運祈願会 

10：00～12：00 

盛運祈願会 
どなたでも参加可 

3  4 5  6 7 8 9 

 

〔ヨガ〕 

13：00～14：30 

月例供養会 
どなたでも参加可 

 

  

13：00～ 

帰山式に向けて 

清掃奉仕日 
（奉仕希望者） 

10 11・建国記念日 12 13 14 15 16 

 

 

13：00～16：00 

帰山奉告式 
（出欠の返信お願い

します） 

  

 
13：00～ 

清掃奉仕日 
（奉仕希望者） 

日蓮宗大祈祷会 

会場：大法寺 
（詳細はお尋ねく

ださい） 

17 18 19 20 21 22 23 

 

〔ヨガ〕 

   

13：00～14：30 

守護神報恩会 
（大黒・恵比須様） 

どなたでも参加可 

18：00～20：30 
学習会 

「法華経」 
《要予約》 

24 25 26 27 28 2/1 2  

 

〔ヨガ〕   

  
13：00～ 

清掃奉仕日 
（奉仕希望者） 

 

謹啓 1月27日毎年恒例となった開運節分祭が開催されました。前日は、名古屋市内でも積雪する所があ

りましたが、当日は、大雪の心配もなく、大勢の方々が参詣され、個別祈祷や豆まきを楽しんでいかれました。 

毎年、多くの実行委員のお蔭でスムーズに営むことができ、参詣者の方にも満足して頂けると思います。ご協

力賜りました実行委員の皆様、又、賛助協力を賜りました皆様には心より御礼申し上げます。 

 さて、すでに皆様より帰山奉告式のご返信を頂いておりますが、いよいよ、あと 10 日程で、弟子海頌の日蓮

宗大荒行成満日が近づいてまいりました。帰山奉告式は、通常の行事とは異なり、大勢の寺院の方々がお

手伝いされ、又、お祝いに参列されます。通常、お寺の行事を行うときは、裏方として総代様をはじめ、檀信徒

の方々のご協力を頂き営んでいますが、今回の帰山奉告式は、総代様はじめ皆様にも法要等にご参列頂き、

お祝い頂けますようにと考えております。 

 今月は、盛運祈願会の開催日時が変更となり、さらに、毎週連続で行事が続きます。皆様には、大変ご迷

惑をお掛けしますが、何卒、ご容赦賜りますようお願い申し上げます。特に時節柄、体調にご留意賜りますよう、

お祈り申し上げます。                    合掌  法筵寺住職 鈴木海祥 

 

 

平成 25 年 2 月号 

〔平成 25 年 1 月 25 日発行〕 

   － 発行 － 

（宗）日蓮宗 法筵寺 

名古屋市南区観音町 8-81 

家内安全・身体健全・運気向上 

毎月、盛運祈願会へご参詣ください 

 

ご先祖様や亡き方にご供養、感謝

するゆえに家族安泰、開運します。 

開運、除災、心願成就は、大黒・

恵比須天神様に感謝の祈りで

す。 



～お知らせ～ 

☆2 月盛運祈願会は、2 月 2 日（土）に変更します。 

☆月例供養会は、2 月 5 日（火）に営ます。 

☆守護神報恩会は、2 月 22 日（金）大黒・恵比須天神様を中心に営みます。 

☆2 月の学習会「神との対話」は休講です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★鈴木海頌 帰山奉告式は、２月 11 日（月・建国記念日）午後から開催予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

各行事の予約、お申込み、ご質問は、ご遠慮なく法筵寺へお尋ねください。 

  ご法事・ご回向・ご祈祷・ご相談・ご葬儀 又、外氣功療法等は随時受付けています。 

お尋ね、お問い合わせ  日蓮宗 法筵寺（ほうえんじ）  TEL052-691-0270 / FAX052-692-5576 

〒457-0845 名古屋市南区観音町八丁目 81  メール info.ho@do-o.jp ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.do-o.jp 

ご
案
内
と
お
願
い
（
11

） 

法
筵
寺
弟
子
・
鈴
木
海
頌
（
す
ず
き
か
い
じ
ゅ
）
、
日
蓮
宗
大
荒
行
堂
入
行
に
際
し
、
様
々

な
ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

《
面
会
・
２
》 

 

三
十
五
日
を
過
ぎ
る
と
面
会
が
始
ま
り
ま
す
。
法
筵
寺
か
ら
も
、
昨
年
十
二
月
八
日
、

檀
信
徒
の
皆
様
と
ご
一
緒
に
面
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
始
ま
っ
て
四
十
日
位
で
し
た
の

で
、
髪
の
毛
も
髭
も
伸
び
始
め
た
と
い
う
感
じ
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
面
会
を
し
た
時
に

は
、
さ
ら
に
伸
び
て
お
り
、
同
時
に
顔
つ
き
も
厳
し
く
な
り
修
行
も
、
さ
ら
に
厳
し
く
な

っ
て
き
た
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

面
会
を
し
て
も
会
話
は
限
ら
れ
て
お
り
、
修
行
中
の
こ
と
を
聞
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
途
中
で
修
行
を
止
め
た
方
に
つ
い
て
は
公
式
な
情
報
と
し
て
伝
わ
り
ま
す
。
今
回
、

三
十
代
前
半
の
修
行
僧
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
聞
き
、
修
行
の
厳
し
さ
と
、
こ
の
時
代
に
本

当
に
命
ま
で
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
実
と
し
て
厳
し
い
修
行
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
又
、
病
気
の
為
、
無
念
の
リ
タ
イ
ヤ
さ
れ
る
方
も
数
名
お
ら
れ
、
途
中
で

修
行
を
放
棄
し
た
人
も
数
名
い
ま
す
。 

改
め
て
修
行
の
厳
し
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
が
、
苦
し
い
修
行
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
の

は
、
も
ち
ろ
ん
本
人
の
強
い
意
志
と
体
力
は
必
要
で
す
が
、
心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
時
、

苦
し
さ
を
乗
り
越
え
る
為
に
は
、
そ
れ
以
上
に
自
分
だ
け
が
修
行
を
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
や
は
り
、
家
族
や
多
く
の
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
の
厚
い
思
い
を
思
い
起
こ
す
か
ら
で
す
。 

一
針
ず
つ
思
い
を
込
め
て
白
衣
を
縫
っ
て
頂
い
た
思
い
や
、
物
心
両
面
か
ら
応
援
し
て
頂

い
た
こ
と
が
、
と
て
も
大
き
な
力
と
な
る
の
で
す
。 

 

さ
て
、
成
満
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
帰
山
奉
告
式
の
準
備
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
帰
山
奉
告
式
は
、
各
自
坊
で
行
う
の
で
す
が
、
準
備
に
は
多
く
の
寺
院
の
方
々
が
携

り
ま
す
。
平
素
、
お
寺
の
行
事
は
個
々
で
行
い
ま
す
が
、
帰
山
奉
告
式
は
、
有
縁
の
寺
院

の
方
々
が
協
力
さ
れ
、
又
、
奉
告
式
に
は
多
く
の
来
賓
寺
院
が
お
祝
い
に
参
列
さ
れ
ま
す
。、

そ
れ
だ
け
大
荒
行
の
意
味
と
成
満
す
る
こ
と
の
重
み
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
又
、 

法
筵
寺
に
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
寺
院
の
方
が
来
寺
さ
れ
る
の
も
初
め
て
の
こ
と
で
す
。 

ま
ず
は
、
残
り
の
期
間
、
無
事
修
行
で
き
ま
す
こ
と
を
祈
り
、
さ
ら
に
、
準
備
を
粛
々

と
進
め
て
参
り
ま
す
。
檀
信
徒
の
皆
様
に
も
何
卒
、
意
を
お
汲
み
取
り
頂
き
ま
し
て
帰
山

奉
告
式
に
ご
出
席
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

     
 

   

 

～大切なお知らせ～ 

2 月の盛運祈願会は、２月２日（土）に変更開催します。時間は午前１０時からです。 

～帰山奉告式に関連したご案内とお願い～ 

帰山奉告式、集合場所の紫雲殿道徳斎場の駐車場は、ご案内の通り、多くのご寺院の方が来寺

されますので「寺院専用」となっております。檀信徒の皆様には、毎月の行事に準じて、それ

ぞれ駐車下さい。尚、法筵寺前の高架下駐車場は特設水行場となり、本堂下の駐車場も休憩湯

茶所になりますので、いずれも駐車できません。何卒、ご了承ください。 

又、帰山唱題行列は、紫雲殿道徳斎場にご集合頂き、その後、担当寺院の方が説明されます。 

尚、集合場所（紫雲殿）では、湯茶の用意がございますので、随時ご休憩下さい。 


